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はじめに

大革命時に設立されたエコール．ポリテクニク（丘colepolytechnique）やエコール．ノ

ルマルシューペリウール（丘colenormalesup6rieure）はフランス国内のみにとどまら

ず，世界各国の科学教育の制度化に大きな影響を及ぼした。筆者はその点に注目し，これ

らの学校の創設過程を検証するなかで，科学の技術的応用可能性をいかに社会が認知し，

教育制度のなかに科学の教育がどのように組み込まれていったかを幾編かの論文で考察し

たことがある')。その際興味深く思ったことは，受験生たちは中等教育機関(リセやコレー

ジュ)修了後も長期間の受験準備を必要としたことであった2)。なぜそのようなエキストラ

の準備を必要としたのか原因を深っていくと，一つには当時の中等教育において科学関連

の教科が十分に教えられていなかったことがわかってきた。つまり，伝統的な古典人文教

育偏重カリキュラムが支配する当時の学校において高等レベルの科学教育に備える教育が

行われる余地がなかったようである。

しかるに，急激な産業革命の展開にともない，産業主義派を中心に従来の古典偏重の中

等教育の改革を求める要求が高まる。すなわち，中等レベルの職業教育コースの新設や中

等教育カリキュラムに科学教育を導入すべきとする世論が沸き上がってくるのである。一

方，１９世紀のフランスは周知の通り，大革命の余波を受け，政治イデオロギー的には共和

主義派と王党派の，経済面では新興産業ブルジョアジーと伝統的名望家層との，複雑な力

関係のなかで，幾度となく政体が入れ替わる不安定な政治状況の下にあった。そして，政

体の変化とともに，当然の如く政体を支える人材養成・輩出機構である中等教育の改革が

話題となるのである。かくて中等教育改革論議と科学教育の位置づけの見直しは深く連動

して進められることになる。

この間のフランスにおける中等教育の改革のプロセスを追跡することは，公教育の内部

に自然科学の教育が導入ざれ強固にその地歩をしめるに至った原因や理由を考察する上で

有益な示唆を与えてくれるのではないか，と筆者は考えるようになった。本論稿はそのよ

うな観点から，長期的展望に立って連続的に研究を続けていこうと意図している筆者の第
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一歩を踏み出す作業として，大革命前後から1860年代のデュリュイ（VictorDuruy，1811

-94)文相の登場直前までの間,とりわけ第二帝政初期のフォルトゥル(HippolyteFortoul，

1811-56）文相による「専攻別クラス分け制度」（bifurcationdes6tudes）の導入を中心

にして，科学教育が中等教育の一環に組み入れられていくプロセスをまず概略的に整理し

ようとするものである。いわば今後の継続的研究のための見取り図となるべきものである

ので，内容的には分析的であるよりもむしろ叙述的なものであることを予め断っておきた

い．

１．フランス中等教育の原型；ジェズイット・コレージュ

１９世紀フランスにおいて，中等教育改革が論議されるに際し，その標準的あり方として

想定される原型となるのはアンシャン・レジーム期に新興ブルジョア層から強い支持を得

たジェズイット教団のコレージュである。この学校は，貴族や既成の特権官僚層と対抗す

る絶対王政の側に，新興の中・下層のブルジョア階層の子弟のなかから優秀な官僚団を養

成することに貢献したという点において，王政の側からもブルジョアジーの側からも強く

支持を得たのである3)。

ジェズイット・コレージュは，表ｌに示す如く，６年間の正規（下級）説程と３年間の

補習（上級）課程とからなっていた。通常10歳前後で入学した生徒は，正規課程の全期間

を通してラテン語やギリシャ語の習得とその文学作品の購読，鑑賞の学習に没頭させられ

た。このような教育(＝古典人文教育)こそ，当時においては二重の意味からして，エリー

トの源泉とみなされていたのである。一つは，古典人文教育を通して人々は確かな道徳的

人間的価値観や批判的思考力，さらには明快かつ雄弁な表現力を身につけることが出来る

と確信していたのである4)｡また一つには，それ故にこそ,新興ブルジョア階層にとっては，

そのような教養こそ自らを大衆階級から区別させる「貴族の資格」とみなされていたので

ある5)。

他方数学や科学に関する教育については，ジェズイット・コレージュはほとんど考慮を

表１ジェズイット・コレージュの学級編成と授業科目

人文第３級

(宮脇陽三『フランス大学入学資格試験制度史」風間書房，昭和56年，ｐ､103の表を元に－部修正）

課程 学級 授業科目・内容

補習課程 哲学級

第３年

第２年

第１年

論理学，倫理学，

形而上学，心理学，

数学，物理学

正規課程

修辞級

人文級

文法級

第１級

第２級

第３級

第４級

第５級

第６級

古典作品の修辞学的年究

ラテン語・ギリシャ語の詩歌

ラテン語・ギリシャ語の文法
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払わなかったようである。エミール・デュルケームはその大著『フランス教育思想史』に

おいて，この学校における科学教育は科学に対する社会的要望に応える体制ではなかった

と指摘し，その実態を以下のように述べている。

「科学教育は哲学級の第二年目の授業に全部集中されて行われていただけである。しか

も当時教えられていたのは僅かばかりの数学で，博物や化学については一言もふれられて

いなかった。物理学についていえば，その名前で教えられていたのは，抽象的な形而上学

にほかならなかった｡｣6）

２．革命期の中等教育改革構想と中央学校

（１）ジェズイット教団の追放と中等教育改革論議

大革命勃発25年前の1764年に，さしもの隆盛を誇ったジェズイット教団はその敵対勢力

である特権官僚層の本山である高等法院７)からの相次ぐ攻撃を受け,ついにフランス全土か

ら追放されるにいたった。この事件は両者の政治抗争の－帰着を示すものであったが，同

時にジェズイット流の教育に対する啓蒙思想からの反撃という性格を有するものであった

ことを見逃すことは出来ないであろう。つまり，この事件の前後に，例えばレンヌ高等法

院の検事総長ラ･シャロテの『国民教育論』（1763)やデイジョン高等法院次席検事ギトン・

ド･モルヴォーの『公教育についての覚え書き」（1764）など，主として高等法院関係者の

手になる中等教育改革構想が相次いで公表されたことがそのことを物語っているのである。

その中の代表的改革試論であるラ・シャロテの『国民教育論』（LaChalotais，ESSαノ

Ｃｌ/Ehh`CCZ伽〃Mztio"此）では，まず教育は国家の重要関心事であるべきとし，公教育とし

ての中等教育の構築を主張する。そしてそこにおける教育内容として，古典語の比重を軽

くし，その分国語や現代外国語，近代史，地理等の社会に有用な市民形成に欠かせない教

科を重視すべきことを説く。同様の観点から，数学，物理学，博物学等の科学の教育の導

入も示唆する8)｡公教育としての中等教育と社会的に有用な教育，この２点が以後の改革派

のキーワードになっていくのである。

(2)革命下の中等教育構想一コンドルセとブーキエ

このような中等教育改革構想が話題になっていた状況下で大革命が勃発したので，革命

の指導者たちは当然旧来のコレージュの教育を存続させようとは考えなかった。全てを白

紙に還元し，時代の要求に合致した全く新しい組織を作り上げようとした。国民公会期に

無数提出された教育改革構想の中の中等教育の位置づけに関して，大きく二つの方向に整

理することができる。-つは，1791年憲法の精神9)を実現すべく，初等～中等～高等と段階

を追った体系の中で中等教育を位置づけようとする構想で，タレイラン案，コンドルセ案，

ルペルシェ案，ロンム案等がこのカテゴリーに含まれるが，その典型はコンドルセ案であ

る。コンドルセ'０)は公教育委員会の名によって国民公会に提出した公教育史上の歴史的文書
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である｢公教育の全般的組織に関する報告および法案(1792)』（RZpPo汀ｅｊＰｍ/ｂＭＭ‘b〃

s"γノb剛"fscz吻卯ｇｾﾞｸz伽ルルノ，伽s〃c幼〃〃6/伽e）において，小学校～中学校～アン

スチチューリセ～国立学士院と至る５段階の学校体系を構想し，従来のコレージュに代わ

る機関としてアンスチチュをおこうとした。この学校の任務は，すべての公職を遂行する

ために必要な知職，および産業の完成に役立つことの出来る知職を教えることにあり（第

１章第４条)，その組織は，第１部類く数学および自然科＞，第２部類く道徳学および政治

学＞，第３部類く科学の技術への応用＞，第４部類く文学および美術＞，の４部構成から

なり(第４章第２条)，生徒はその才能と進歩に応じて同時に複教の課程を履修することが

許されるとされていた（第４章第１条)。理系の教員数と文系の教員数が対等であり（各７

名ずつ)，科学の技術の応用の課程を設けたり，さらには各校に物理器具，機械模型，博物

資料室，植物園が備えられ，しかもその一部は一般に公開されるとしていること（第４章

第５条）などから，コンドルセは中等教育のカリキュラム上科学に文科と同等の地位をあ

たえ,その内容として社会的有用な方向を目指していたことが明らかに読みとれるのである。

他方第二の方向は，政府が配慮する教育は全ての市民に不可欠な知識を教授する第一段

階の学校と社会が必要とする専門家を養成する最終段階の教育のみでよいとするブーキエ

案（Rc2ppO汀ｅ/，γ､/ｂＭｂ〃b”Ｍｗ"α"t〃〃，ﾉﾋz〃ｇ功z加川，/"s伽cﾉﾉ0〃〃6/々"e）であ

る。ブーキエによると，中等教育は一種の贄沢品であり，それは各自の好みで選択すべき

事柄であって政府が配慮すべき対象ではなかった。彼はむしろ，第一段階の教育を補充し

国民の知的発展を促すものとしては祝祭とか演劇とか競技とか図書館などを重視し，政府

はそれらの組織化にこそ力を注ぐべきであると主張するのである。

(3)中央学校の組織化

ブーキエ案の方向に沿って社会が必要とする専門家を養成する最終段階の教育機関とし

て具体的に制度化されたのがエコール・ポリテクニクやエコール・ノルマル・シューペリ

ウールであった｡ただし，これら両教育施設については既に別稿において論じた'1)のでここ

ではこれ以上触れないことにする。他方，コンドルセ案の方向に沿って具体的に制度化さ

れた中等教育機関が中央学校(亡colecentrale）であった。これは「革命議会が中等教育の

年表１革命期後半～第一帝政

１７９４．７．２７；テルミドールのクーデター

12.18；公教育委員会，国民公会に「中央学校令案」を提出

1795.2.25；国民公会，「中央学校令案」を可決

３．１；パリの５校の中央学校を設置する法令

４．７；諸県における中央学校の位置を指定する法令

10.25；「公教育組織令」（ドーヌ法）…革命期教育法令の総集

1799.11.9；ブリュメールのクーデター…ナポレオン独裁

１８０２．５．１；「公教育一般法」→中央学校の廃止，リセの新設
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表２中央学校の段階編成

(宮脇陽三『フランス大学入学資格試験制度史」風間書房，昭和56年，ｐｌＯ６の表を元に－部修正）

分野において成し逐げることができた唯一の実効的な成果」であったが，革命下の激動す

る政治状況下で十分な施設・設備・スタッフが備えられず，初等学校が未整備ゆえ入学者

の学力のばらつき，とりわけ全般的な低学力に悩まされたようであり'2),なによりも僅か７

年間の短い寿命でしかなかったので，中等教育の全般に対するこの学校の実効`性は心許な

いものであったかも知れないが，科学教育の点に関しては，中央学校の実践は－大転機を

もたらしたのである。なぜなら，この学校の実践を契機に科学の学習は，時代による浮き

沈みはあったにせよ，中等教育の一環として認知されることになったからである'3)。

中央学校の学修期間は６年間であり，各２年間の３段階から構成されていた。第１期の

３教科のうち２教科が，第２期のすべての教科が数学および自然科学関連の内容で占めら

れていることから明らかなように，この学校では科学教育が重視された。それ以外にも，

物的自然の研究が終わってから人間'性の研究に着手する順序性や，学年制を廃止し自由選

択の講義制を採用したことや，各教科はそれぞれ専門の教師によって教授されたことや，

寄宿制を廃止しすべて通学制を採用した等の点において従来のコレージュ教育とは対照的

な，まさに革命の精神を濃厚に反映する学校であったのである。

３．１９世紀前半期の中等教育と科学教育の不安定

(1)ナポレオン学制のリセと科学教育の後退

ナポレオンは政治の要諦を国家社会の統合の強化においた。そのためには現実の政治勢

力の均衡を保つことが肝要とした。当時国内政治において主導権をにぎっている階層は新

興の有産市民階層であった。したがってナポレオンは，この階層が求めるエリート的中等

教育の構築を教育政策の重要な柱にすえたのである'4)｡この観点からすると，ラテン語の教

育が軽視され代わりに社会への有用性の視点に立つ自然科学の教育を重視した中央学校は

ナポレオンの教育政策に相いれられない機関であったのである。また，通学制を採用する

中央学校は伝統的な寄宿制コレージュに憧れを抱く多くの父兄たちの要望に応えきれない

履修期 入学年齢 教科目

第３期 16歳

一般文法

歴史

法津学

文芸

第２期 14歳

数学

実験物理学

実験化学

第１期 12歳

図画

博物学

ラテン語
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表３ナポレオン期リセの学年・学級構成及び科学関連科目配当年次表

(ＨＵＬＩＮ､JUNGNicole,叩L'ＯＲＧＡＮＩＳＡＴＩＯＮＤＥＬ，ENSEIGNEMENTDESSCIENCES；lavoieouverteparlaSecondEmpire",Editiondu
Comit?desTravauxhistoriquesetscientifiques,Paris,1989,ｐ３６．の表を元に一部修正）

年表２第一帝政期

ところがあり，寄宿制をとる私立の教育施設の人気を高めることになった事態も教育の中

央統制を志向したナポレオンの気に入らない点であった'5)。かくて，1802年の『公教育一般

法』によって，中央学校は廃止され代わりに国立中等学校（リセ，lycee）と公私立中学校

（ecolessecondaires；後にcollegesに改称）が設置されることになった。

同年12月に発布された「リセにおける教育組織に関する政令』は「リセにおいては基本

的にラテン語と数学が教授される」（第１条)と宣言し，表３に見られるように，第１学年

から計算の初歩，第２学年から数学と博物学，第３学年で物理学，第４学年で化学，第５．

６学年では卓越数学講議と高等物理講議というように，形の上では文科と同時対等に理科

の学習が進められる形式を採用しているが，数学以外の科学教育は副次的あるいはアクセ

サリー的扱いを受けるにすぎず,実際はラテン語学習の比重が再び強化されたようである'6)。

その他リセにおいては，固定クラス固定教科履修制や寄宿制等，旧コレージュにおける伝

統が復活されるとともにナポレオン好みの厳格な軍隊式風紀が取り入れられたことも中央

学校における教育と対照的なことであった。

しかるに，ナポレオンの期待に反して，リセはその軍隊式の厳格な風紀や宗教教育の不

備，そしてなによりも兵士養成に傾斜した教育政策への反発などにより，国民からの強い

支持は得られず,むしろ私立教育施設の繁栄を呼ぶことになる'7)｡1804年５月に世襲皇帝の

地位に就き帝政を発足させるやすぐに帝国大学教員団（UniversiteimpEriale）の組織化に

着手したのは，リセの窮状を救い帝国内の教育活動を一元的支配下に置かんがためであっ

たといえよう。帝国大学教育団とは，1806年法の第１条で「全帝国内の公教育を独占的に

担当する団体が，帝国大学教育員団の名のもとに形成されるであろう。」と規定されている

ように，大学の名を冠してはいるが一個の教育機関を意味するものではなく，中央の教育

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

1802年の教育課程 ラテン語６，５級

数学基礎

〃４

数学６

博物学

３級

５級

〃２

〃４

物理学

1級

３級

ラテン及びフランス文芸

ノノ２，１級

化学．

卓越数学および高等物理学

課程 文法級 人文級 修辞級 哲学級

1809年の教育課程 <古典人文＞→ －◆→

数学の開始

－ｐ－，

－Ｐ

哲学及び物理

高等数学及び物理

１８０２．５．１；「公教育一般法」→中央学校の廃止，リセの新設

12.10；「リセにおける教育組織に関する政令」

1806.510；「帝国大学教員団設立法」

1808.3.17；「帝国大学教員団組織令」→→教育の国家独占
1809.9.19；リセの教育課程改訂
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行政機関でありかつ全国の公教育教員の全体に与えられた名称であった。

新しい教育行政制度のもとで1809年にリセの新しい教育課程が発布された。1802年の教

育課程と比較すると，なお一層旧コレージュの伝統への回帰と，科学教育の地位の後退が

明らかである。一つは，学修期間の６年間は変化無いものの，学年の名称を１日コレージュ

のように低学年２年間を「文法級」（grammaire)，続く２年間を「古典級」（humanites)，

最終学年を「修辞級」（rhetoriques）そして補習の学年を「哲学級」（philosophie）へと変

更している。さらに，低学年の「文法級」の教育内容から科学（数学も含む）を排除し，

物理学・化学・博物学などの自然科学教科は全て補習学年の「哲学級」に追いやられたこ

となど，１日コレージュの伝統を全く踏襲したものである。ここにはっきりと科学教育を中

等教育の重要な－要素として位置づけようとした理想は－頓挫を見ることになったのであ

る。ただ最終学年（＝哲学級）で「哲学コース」と「数学コース」へ分岐する構想が初め

て登場したことは，後の（1852年）の「専攻別クラス分け制度」の萌芽として若干注目さ

れる所である。

(2)王立コレージュにおける科学教育の取り扱い

ナポレオンの退場後，ブルボン朝の王政が復古し(1814)，以後1848年の２月革命までの

30年あまり復古王政，７月王政と王政の時代が続く。いずれもイギリス流の二院制の上に

王が君臨する立憲君主制を採用するが，復古王政では，国王は行政権・司法権・法の発議

権を持ち，神聖不可侵で無答責であり，緊急大権も認められており，かつカトリックを国

教とするとしていたように，アンシャン・レジーム体制を志向していたのに対し，７月王

政は国王の緊急大権もカトリックの国教化も否定するというように，共和主義的な諸制度

に制約されたリベラルな王政であった｡ナポレオン創設のリセはこの期には王立コレージュ

と名称が改められるとともに，全般的に教育の目的・内容も復古せられ，古典語と人文教

育偏重の傾向が強化され，科学教育は標準教育コースから分離され上級学年の片隅に押し

やられる傾向にあった。ただし，この傾向は復古王政期に頂点に達し，７月王政期には科

学教育の復活が様々な手段を通じて試みられる。

①復古王政期の学年・学級構成と科学教育

Ａ、1814年の教育課程

アンシャン・レジーム期のコレージュの学年・学級命名法が復活する。即ち「修辞

級」の学年を１級とし，順下がりに２級学年，３級学年……と命名する方式である。

通常最下級学年は第６級から始められ，修辞級の後には補習用の学年として２年間の

「哲学級」が置かれる。次頁の表４に示したように，教学の授業は第２級学年から開

始ざれ修辞級にかけて週２回２時間ずつの時間があてられ代数，幾何，平面三角法な

どを教えられることになっていた(第142,143条)。また，哲学級では週４回数学の授

業が開講された（第145条)。一方，自然科学教科の授業は第３級学年から「物理科学」
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表４復古王政期王立コレージュの学年・学級構成及び科学関連科目配当年次表

→’

lllLljl ビ
(HULIN-JUNGNicole,“L，ＯＲＧＡＮＩＳＡＴＩＯＮＤＥＬ'ENSEIGNEMENTDESSCIENCES；lavoieouverteparlaSecond

Empire'，,EditionduComitedesTravauxhistoriquesetscientifiques,Paris,1989,ｐ､３６．の表を元に一部修正）

（sciencesphysiques)の名称で木曜日の午前１時間の授業が修辞級にかけての３年間

開講された。この授業には，博物学，化学，実験物理そしてそれらの工芸への応用に

関する内容も含まれることになっていた（146条)。

Ｂ1821年の教育課程

1820年の２月に王位継承者ベリー公が共和主義者に暗殺されたことにともなう極右

王党派の政治反動のなかで聖職者の発言権が強化ざれ教会主導の教育上の復古政策も

一層進行する。そのような状況下に定められた1821年の教育課程は，古代語の優越的

地位の回復，ラテン語による哲学の教育，博物を除く科学教育の哲学級以前の学年の

教育内容からの排除，等の特徴により「アンシャン・レジームのコレージュヘの復活

プロセスの仕上げ」'3)と見なされている。本規定ではコレージュの教育を「文学教育」

と「科学教育」の２つの明瞭な段階に分離する。「文学教育」は基本的に，ラテン･ギ

リシャ・フランスの文学によって構成され，それに，地理，古代史，現代史，自然科

学の初歩的知識を含めた全体を意味しており（第158条)，第６級学年から修辞級まで

の６年間の学習の全体をさしているのであった。他方，「科学教育」には哲学，数学，

物理科学の教科が含まれ哲学級の２年間の教育の全体を意味していたのである(第183

条)。具体的に見てみると，哲学級の第１学年では哲学と数学が等分に教授される(午

前数学，午後哲学；第185条)。第２学年で物理科学（物理学，化学，天体物理学の基

本）の授業が加わり，時間配分は午前の時間の４日分が割り当てられた（残りの午前

２日分は哲学，午後の時間は全て数学：第190,191条)。

Ｃ、1826年の修正

1821年の規定による教育課程はコレージュの標準課程から科学教育を排除したため，

多くの生徒が科学的素養なしにコレージュを卒業する事態を生み出すことになり社会

６級 ５級 ４級 ３級 ２級 修辞級 哲学級

1814年 <古典学習〉 → －＞ －〉

物理科学 －う

－＞

→－少

数学の開始 －＞

－ヶ－ケ

－ヶ－＞

－少一う

｢数学一物理学講義」

1821年 {文学教育） －＞ －ケ

↓

－＞ －少 →－少

・・．。・・・｡｡・・・・・・・．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０．．－う

<古典教育例外コース〉

{科学教育（２年間)）

1年：哲学と数学

2年：哲学，数学

及び物理科学

1826年 <古典学習〉 －÷ －＞ －う

博物学

→

数学の開始

－ヶ→

－う－ヶ

物理科学講義

(化学と博物を含む）
－う－テ
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的に問題視され，1826年に修正が加えられることになった。重要な修正点は数学の学

習が２年繰り下げられたこと，即ち第２級学年から開始され，修辞級および哲学級の

２年間都合４年間学ばれるべきとした点である（第１条)。配当時間は前半２年間'9)は

週当たり２時間，後半２年間は週５時間があてられることになっていた(第３条)。各

年度における教科内容は以下のごとくである（第４～６条)。

＜１年目＞算術の全分野と平面幾何

く２年目＞平面と立体の幾何，三角法，球体と天文の基礎知識

く３年目＞幾何の復習，代数学のうち二次方程式まで，三角法の復習

く４年目＞代数学の基礎の仕上げ，代数学の幾何への応用，静力学，画法幾何学の

初歩

なお，本規定以前に導入されていた第３級学年における博物の授業は本規定におい

ても追認された（第14条)。

②７月王政期の学年・学級構成と科学教育

Ａ、1840年の教育課程

復古王政末期から７月王政の半ばにかけて，例えば1830年４月３日の政令で1826年

に創設された「準備数学講座」の開始学年を第３級学年へと１年繰り下げたり，１８３３

年10月４日の政令では博物の授業を第６級学年から開始させたり，1838年10月９日の

政令により数学の授業開始を第４級学年に引き下ろしたり，徐々に科学教育の復権が

進行したが，1840年３月に元エコール・ノルマル・シューペリウールの哲学教授で自

由主義派の政治思想家としても著名であったヴイクトール･クザン20)は文部大臣に就任

するや同年８月25日に王立コレージュのための新しい教則を制定し，これまで徐々に

下級学年におろされてきた科学教育の授業を全て再び哲学級の教育内容へと戻してし

まったのである。つまり，コレージュの標準教育課程からは科学教育が全て排除され

てしまったのである。これにより，哲学級の学生は哲学の講義の他に，博物の初歩を

含んだ「物理･化学」の授業を週３回と（第２条)，算術，幾何および文科バカロレア

の試験内容に指定されている代数と宇宙形状誌の初歩が含まれた｢付属数学授業(cours

accessoiredemathematiques)」と名付けられた授業を同じく週３回受けること（第

３条）になった。この措置は表面的には，アンシャン・レジームのコレージュヘの完

全復帰と称された1821年の教育課程とほぼ同様の内容であった。

ただしクザンは，エコール・ポリテクニク等専門大学校を目指す生徒たちのためへ

の配慮として，大学区長宛に本教則を送付した際の回状で，受験用の「特別数学クラ

ス」を開設してもかまわないことと第３級学年修了後ショートカットで「特別数学ク

ラス」を目指すも直ちに入学できる学力状態にはない生徒のために，コレージュ内の

正規の時間外の授業として｢予備数学講座(conf色rencespreparatoiresdemathemati‐

ques)」を開講することを許可した。この措置は，クザンの後任のヴイルマン文相21)に
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より1841年９月14日の政令で正規の授業時間に組み込まれ，毎週木曜の午前の時間に

開講されることになった。

Ｂ1847年の教育課程

1845年に再度公教育大臣に返り咲いたサルヴァンデイ文相22)は,今度こそ科学教育を

復権させ，かつ標準教育コースと並行に工業や商業的職業むけの中間教育コースを創

設することによって中等教育改革を実現しようと決意していた。改革への抵抗を減ら

すため，彼は公教育王立評議会を改組しその権限を縮小させるとともに，パリの理学

部に集う改革派たちを支持し,理学部長デュマ23)に新しい科学教育のあり方を検討する

ことを委託し，委員会を講成させた。本教育課程は，デュマ報告の公表に先立つ１ヶ

月前に定められたものであり，数学や宇宙形状誌の初歩が第４級学年からの標準教育

コースに取り入れられたことと，３年制の中間教育である「特別教育（enseignement

sp§ciale)」コースが第４級学年修了後，標準の古典人文教育コースと並行して設けら

れたことなどが注目されるのである。ただし，デュマ報告に盛られた古典人文教育と

対等同格の科学教育の専攻分岐の構想の採用は見送られた。

表５７月王政期王立コレージユの学年・学級構成及び科学関連科目配当年次表

１「

(ＨＵＬＩＮ－ＪＵＮＧ,Nicole,ｗＬ'ＯＲＧＡＮＩＳＡＴＩＯＮＤＥＬ'ENSEIGNEMENTDESSCIENCES；lavoieouverteparlaSecond
Empire，，,EditionduComit§desTravauxhistoriquesetscientifiques,Paris,1989,ｐ､３６．の表を元に一部修正）

(3)産業化の進展と中間教育の要望

ところで，この19世紀前半期の30年間におよぶ王政期は経済的には，一方でノルマン

ディー地方やアルザス地方における綿業生産への機械化の導入が本格的に進行するとと

もに第1次鉄道建設ブームが起こるなどいわゆる産業革命が立ち上がり始めた時期であ

ると同時に，他方では20年代後半，４０年前後，４５年と相次いで農業危機が起こり，それ

にともなう農村での暴動騒ぎや経済不況下での労働組合運動の激化など社会的動揺の激

しい時期でもあった。

片や産業革命の進展と片や不況の繰り返しという事態は，両者相挨って中等教育改革

への圧力を高めることになる。すなわち，前者からは経済発展への貢献と産業社会の市

６級 ５級 ４級 ３級 ２級 修辞級 哲学級

1840年 <古典学習〉 －ケ －う → →

↓

－少一ケ

･･･････｡･･･｡｡●････．･･･････●･･･｡･･･････｡－ケ

<予備数学講座〉

哲学十「物理・化学｣＋

｢付属数学授業」

特別数学クラス

1847年 <古典学習〉 → －う

算数

－少 －う

↓算数，幾何｜代数，幾何

↓

→ <特別教育コース〉

数,物,化，ラ

現外

－少

数，物，化

博物，現外

， フ

－ケ

宇宙誌

－＞ －少

数,物,化,博物

機械，現外

－ヶ
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年表３復古王政～７月王政

1814年４月；ナポレオン退位→復古王政成立

同９月；新教科課程（翌年からリセは王立コレージュに改称）

1821年９月；新教科課程；「古典教育例外コース」設置

1821～５年；好況期←←第１次鉄道建設ブーム

1825年；証券市場の危機

1826年９月；新教科課程；科学教育の一部復権

1826～９年；農業危機（じゃがいも価格の高騰，穀類不作）→都市への人口流入

1830年７月；７月革命→７月王政成立

産業革命本格的に進行

1839～40年；経済不況，農業危機進行

1840年８月；新教科課程；科学教育後退

1845年：農業危機→物価高騰，飢瞳の蔓延

1847年３月；新教科課程；特別教育コース設置

1848年２月；２月革命→ルイ・フイリップ退位，第２共和制成立

民的教養の見直しを迫る実学主義運動の圧力を生みだすことになり，後者の事態は下層

階層の青年に古典中等教育を受けさせることについての警戒感を上層支配階層に与える

ことになる。この時期上述のような社会の流動化により多くの青年が父祖の地を離れ都

会に流入する事態が進行していた。職業的地位が流動化し職業選択の自由が拡大するな

かでそのような青年の多くが野心をもって中等教育に流入してくることになるが，その

多くは難解な古典人文学習についていけなくなったりあるいは学習を終了しバカロレア

資格を取得したとしてもそれに見合う職業に就業できる者の割合が極めて少ないという

事態のなかで,高まりゆく彼らの不満やストレスを危倶する声が高まっていたのである24)。

改革派の主張の要点は，ラテン語やギリシャ語，古典文学や古代史などの貴族趣味的

な教育の比重を減らし代わりに時代が求める工業，商業，農業の生産活動に有用な実学

的な教育内容を導入することと，抽象理論と訓練や暗記を重視する学習に替え具体的事

物に則し応用や作業を重視する教育方法を大胆に取り入れること，という点にあった。

しかし，伝統的古典人文教育の地位は極めて高かったので本体部分の改革は容易に進ま

なかったので，改革の方向としては本体部分の傍らに実学的性格を備えたコースを併設

し選択的に学習させていくという方向での模索が進められた。その際２つの方法が考え

られた。一つは，古典人文教育コース（＝標準コース）の傍らに数学と自然科学を中核

とした科学教育コースを作り，両コースに対等の地位を与えていくという方法であり，

他方は，主として中産階層以下の要求に対応する職業遂行上有益な実学的内容を中心と

した修業年限の短い中間教育（enseignementintermediaire）コースを標準コースの傍

らに併設するという方法である。中等教育の改革を求める声にはこの両方の要望が混在

していたものと思われるが，この時期の文部行政は両者を同時に実現する方向での政策

を採らずに，どちらか一方の実現を図る政策を採用した。前者の政策の代表例が次章で

論じる1847年のデュマ報告や1852年のフォルトゥル文相の「専攻別クラス分け制度」の

創設であった。他方，後者の例としては，1821年の「古典教育例外コース（exception目
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l'enseignementclassique)」や1829年の「特別授業（coursspeciaux)｣，1847年の「特

別教育」などが挙げられる。これらは共通に，大学入学資格の取得を目指さない生徒や

エコール・ポリテクニク等の大学外の専門大学校の受験を目指す生徒を対象に３～４年

の古典人文教育の修了後哲学級の数学授業や特別に設けられた実学的教科を履修させよ

うとする制度であった。

４．古典人文教育と科学教育の対等イヒーデュマ報告とフオルトゥル改革

(1)デユマ報告（RapportDumas，1847）

先述したように，1846年11月サルヴァンデイ文相はパリの理学部学部長で化学者である

デュマに対し，科学教育の発展のために採るべき措置について検討し報告することを委嘱

した。この委託の背景には，デュマが1845年には職業教育に関して，1846年６月には理学

部の教育改革に関する意見書を大臣宛に提出しており，大臣がその提案内容に賛同したか

らであろう。デュマは，1845年意見書では個人の進路に応じた，とりわけ商工業に従事す

る家庭の要望に応じた職業教育の充実の必要を訴え，1846年のそれでは理学部教育におい

て科学の応用が自由に取り入れることができる様に制度改革を行うことを提案していた25)。

サルヴァンデイ文相はデュマに委嘱した作業を援助するため同年12月にパリの理学部教授

からなる委員会(委員長デュマ)を発足させた26)。かくてデュマのリードのもとに精力的に

研究討議が進められ翌1847年４月６日付けで報告書(｢パリの理学部教員の作成せる科学教

育の実態に関する報告書｣）が文相に提出された。

報告書はその冒頭で「今日古典人文教育の時間を切り詰めることなく科学教育を拡大発

展させることは不可能である」と述べ，これまで強固に守り固められてきた中等教育の本

体部分である古典人文教育の内容と地位をも大胆に見直す提案を行うことを予感させる。

報告書の主要提案内容は３点あった。

第１点は古典人文教育コースと相互対等の科学教育コースを創設すること｡具体的には，

３年間の全員に共通の古典人文準備教育の後,４年間の古典人文教育コースを継続するか，

それとも３年間の科学教育コースに進むか生徒に選択させるべきであるとの提案である。

第２点は科学関係の教育を中等教育の全期間にわたり配当すること。科学や技術が極め

て大きな役割を果たす現代社会に生きる全ての人々は自然科学の基本原理ぐらいは学んで

おくべきであるという。当時多くの生徒が課程半ばで退学していった状況のなかではこの

ような均等配当が是非必要であると報告書は主張する。

第３点はエコール・ポリテクニク等専門大学校を目指す生徒に対して公立のコレージュ

の教育が極めて不適切であることを告発する。批判は数学や自然科学の教科学習の時間数

の少なさを指摘するだけでなく，「今日コレージュの科学教育は数学の学習から始まるが，

それは他の諸科学への関係性を何ら考慮することなく行われている。……われわれは科学

の諸分野が相互の関連づけを適切に調整することによって生徒にとって学ぶ意味のある科
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表６デユマ案と1852年教則の学年・学級構成及び科学関連科目配当年次表

(ＨＵＬＩＮ－ＪＵＮＧ,Nicole,“L'ＯＲＧＡＮＩＳＡＴＩＯＮＤＥＬ'ＥＮＳＥＩＧＮＥＭＥＮＴＤＥＳＳＣＩＥＮＣＥＳ；lavoieouverteparlaSecond
Empire'，,EditionduComitedesTravauxhistoriquesetscientifiques,Paris,1989,ｐ５８．の表を元に一部修正）

学教育を作り上げたいのである｡｣27)と力説するように,諸教科間の学問的･内容的連関が配

慮されていないことにとりわけ向けられていた。

報告書ではまた，科学教育の方法に関して発見学習的指導を採用することを提案してい

ることも注目される。すなわち，教師の基本的な使命は，観察と実験の技法を教え探究す

る精神を酒養するところにあると指摘するのである。次のような文章にデュマの教育観が

よくあらわれていると思われる。｢全てを知っている必要はない｡何を学ばなければならな

いかを知っていることこそ大事なのである。知っていることを利用できる力，必要なとき

には何を知っていないかを見出す力，これこそが大切なことなのである｡｣28）

デュマ報告は，産業化が進行するなかで益々増加する新しい商工業に従事する中間層の

要求を代弁するものであったといわれている２９)｡すなわち,彼らは子どもにフルの古典人文

的教育を受けさせる余裕も必要もなかったが，さりとて古典教育より一段と格下と見なさ

れている教育に甘んじる気分にはなかったのである。伝統的中等教育と同等の位置づけを

うけかつ実際の職業選択や生産活動に役立つ実学的内容を含んだ中等教育を求める時代の

気分を反映したものがこの報告書であったというわけである。

(2)フォルトゥルの改革＝専攻別クラス分け制度の創設

デュマ報告の公表に先立つこと１ヶ月前（1847年３月５日）にサルパンデイ文相は報告

書の趣旨の一部を先取りするかのように「特別教育」の名前の実用的応用を目指す３年制

の中間教育コースを創設した。しかしこの教育コースは，デュマ報告ではパカロレア取得

６級５級４級 ３級２級修辞級
哲学

(論理）級

1852年教則

【文法部】

<古典人文教育〉→→

－少

↑

計算計算算数↓

－や

【高等部】

<文学系＞→→→→文学バカロレア

幾何，物理科学，宇宙誌博物基礎数学

(共通教育)ラテン語．歴史，フランス語，現代外国語，論理学

<科学系＞→→→→科学パカロレア

数，物，化，博物数，物，化数，化，力学，復習

博物

デュマ案

(1847年）

<文芸コレージュ＞→→→

算数算数，幾何算数

<文芸コレージュ〉→→→－０文学パカロレァ

↓代数，幾何代数，幾何物，化，力学数，物，化

↓宇宙誌博物

力学

<科学コレージユ〉→→……………→大学入学資格免状

数，物，化，力学数，物，化，力学数，物，化，機械

博物モーター，簿記，

博物
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につながるコースであることを強く主張していたにも拘わらず，パカロレアヘの道が開か

れていない二流の中等教育に留まってしまった。デュマ報告に盛られた構想を引き取り現

実化したのはフォルトゥル文相の1852年の中等教育改革であった。

改革はルイ・ナポレオンがクーデターにより権力を二元化し専制体制を確立するという

背景があって初めて可能になったともいえよう。なぜなら新しい政権は，科学者と産業人

の計画的な組織と管理による生産力の発展を構想するサン・シモン主義の立場に立って産

業の強化を進めようとしたからである30)｡そのためには産業界への人材供給を容易にする中

等教育改革に着手することが至上課題であったのである。

新しい学習計画規則（「リセ新学習計画」1852年４月１０日）において，３年間の基礎教育

の後31)，第４学年度から相互対等の「文学系（sectiondeslettres)」と「科学系（section

dessciences)」のどちらかに生徒を振り分けるとするプランが明らかにされた。文学系が

伝統的な古典人文学習を中心にすえた標準的教育コースであり「文科バカロレア」取得に

連なることになっていた。科学系は新設コースで，学習の終了は「理科バカロレア」取得

で飾られることになり，そのことは科学の学習コースがもはや二流の中等教育ではないこ

とを公式に示すものであった。このような，共通の基礎教育の後，文学系と科学系への専

攻振り分け制度を「専攻別クラス分け制度」（bifurcationdesetudes）と呼ぶ。

「科学系｣には多様な期待が託されていた32)。一つは官立の専門大学校への受験準備の機

能強化が期待されていた。これまで私立の受験専門学校に流れていた受験生を公教育に取

り戻そうともくろんでいたようである。また一つには医学部進学希望者の準備教育もこの

コースに期待がかけられていたようである。さらに商工業領域の新しい職業に従事してい

る新中間層の教育要求に応えるべくそれら職業むけの実際的応用的観点に立った職業教育

の役割も担わされていた。そのために新しい学習指導観の基本原則として，有用性と簡潔

性が掲げられた。教育は実践的性格を保ち，常に生徒の精神に直接語りかけるような形で

行われるべきであるとされた。理論は常にその応用の観点を伴って学ばれるべきであり，

抽象的推論の立場に立った指導より具体から始まる帰納的推論の観点からの指導が選択さ

れるべきであると強調された33)。

フォルトゥルの改革は巨視的に見れば，中世以来の伝統にたつ強固な古典人文教育シス

テムと革命期に構想された事物を中心にすえた社会的有用'性を目指す新しい教育システム

を融合しようとする試みであったと見ることができる。社会の近代化・産業化に伴い教育

内容の急激な増加と見直しを必要とした時代に，中等教育内部に占める科学の役割を強化

することによって，産業社会の要求により適切に応えようとする対応措置であったと見な

すことができるのである。すなわちこの改革は，中等教育の統一住を保ちながらも，科学

の教育にしかるべき地位と役割を与え，近代化の進行する社会の有能な市民養成と産業化

の推進に貢献しうる職業人養成という二重の社会的要請に応えようとした点等において注

目すべき内容を含んでいたのである。
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しかし,結果的にこのフォルトゥル改革は短命に終わってしまった｡1856年のフォルトゥ

ルの急逝後改革はなし崩し的に後退し，1863年文相に就任したデュリュイが独自の教育改

革を進めるにあたって1864年にこの専攻別クラス分け制度は廃止されてしまうのである。

挫折の背景には，度重なる煩雑な規則の連続に加え，強権的帝政下に権威主義的統制のも

とで，従来からのユニベルシテ教員団の慣習を無視して教員団間での十分な協議を経るこ

となく一方的に進められた政策でもあったため，教員団から協力が得られるどころか，む

しろ有形無形の不服従があったことが指摘されている34)｡また今一つの失敗の原因としては，

科学のコースを文科のコースと対等の地位に置こうとするあまり科学コースのカリキュラ

ムをタイトな一本化の物としてしまい，多種多様な生徒たちのニーズに応えきれなかった

というきらいがあったようである。すなわち，フルに課程を続けていこうと望む生徒もお

れば，医学部進学希望者は医学部進学の条件として定められている制限的理科バカロレア

を取得するに足る科目を限定的に受講しその後できるだけ早く文科バカロレア取得のため

文科のコースの科目を受講したがっており，反対に官立の専門大学校受験希望者は学習段

階を無視してもできるだけ早く受験できる道を選択しようとし，就職希望の生徒たちは基

礎課程修了後科学のコースを選択するよりもむしろもっと内容的なやさしい中間教育を希

望する傾向にあったのである。このような事態を考慮に入れると，文科のコースと対等な

地位の科学のコースを設けるだけに留まるのではなくもう少し中間的な多様な実学系のコー

スを手配すべきであったと思われる。しかし時代が供給できる教育の資源には当然限りが

あることから考えれば，この改革は時代の教育要求より若干先を急ぎすぎたといえよう。

おわりに

高等教育や女子中等教育の発展に大きな刻印をしるし，後に続く第３共和制期の各方面

の教育改革の基礎を固め方向'性を示したという点で，デュリュイの名声は高い。その反動

もあってか，デュリュイの前任者であり，デュリュイによってその政策路線が否定された

フォルトゥルおよび彼の「専攻別クラス分け制度」は歴史的にあまり高く評価されない。

しかし，中等教育が社会の要求にいかに対応していくかという長い格闘の歴史の中で，一

つの方向』性を示したという点で，エポックメーキングな出来事であり，もっと正当に評価

されてしかるべきであると思われる。

古典人文偏重の伝統的中等教育において，科学にいかに正当な地位を与え，一般教養に

おいて文学教養と科学教養をどのように調和させていくかという問題は，フランスに限ら

ず，イギリス，ドイツ，どの国においてもこの時期長い時間をかけて論争された問題であ

った。例えばイギリスでは，スペンサー→ハクスレー→アームストロングと，科学教育の

一般教養的価値についての理論が積み重ねられていった。がしかしフランスにおいては，

そのような理論的展開の積み重ね以前に，短期間サイクルでの政体変化が相次ぎ，それに

ともなう制度改変の振幅の幅が大きく，カリキュラムにおける科学の地位は常に不安定の
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まま推移していくことになる。したがって，一般教養における科学教養の意味と位置づけ

を考えていく上で，イギリスの場合とはまた違った意味で，フランスの19世紀の中等教育

改革過程は興味深い素材を提供してくれるのである。
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院議員，1839年に公教育大臣に就任。高等教育制度の改革にあたる。政治的には自由主義者。

NarcisseAchille,ComtedeSalvandy（1795～1856）復古王政期，高学法院の評議官として過激王党

派に対抗。７月王政期に下院議員として選出。２度公教育大臣を務める。

JeanBaptisteAndreDumas（1800～1884）有機化学者。エコール・ポリテクニクを経てソルボンヌ

大学の化学教授｡有機化合物間の関係理論に関する新しい概念を提唱｡後に政界に転じ1868年に元老院

議員となる。

フォルトゥルの言葉｢学校を終えるにあたって多くの若者が大学入学資格を取得するが，この効力の薄

い称号は実際の職業の獲得に結びつかない……彼らは度はずれた野望を抱えながら無為のまま世の中を

渡り歩くのである」（ＨＵＬＩＮ－ＪＵＮＧ,Nicole,“L'ＯＲＧＡＮＩＳＡＴＩＯＮＤＥＬ'ＥＮＳＥＩＧＮＥＭＥＮＴＤＥＳ

ＳＣＩＥＮＣＥＳ；lavoieouverteparlaSecondEmpire'，,EditionduComitedesTravauxhistoriques

etscientifiques,Paris,1989,ｐ､107．より引用）

ＨＵＬＩＮ－ＪＵＮＧｏｐ・Cit,ｐｐ､70-71．

デュマ以外の委員は，天文学者のUrbainLEVERRIER，生理学および動物学者のHenriMILNE

EDWARDS，物理学者のJeanVictorPONCELETとCIaudePOUILLETであった．

ＨＵＬＩＮＪＵＮＧ,ｏｐ.ｃit,ｐ､９３．

ＨＵＬＩＮ－ＪＵＮＧ,ｏｐ・Cit,ｐ９４．

ＡＮＤＥＲＳＯＮ，ＲＤ.，《WEducationinFrancel848-1870.，',ClarendonPress,Oxford，1975.ｐ､６１．

｢サン･シモンは，歴史の進歩を信じ，政治よりも経済の論理を尊重して，フランス革命が実現できな

かったあたらしい産業体制の建設を,人間の幸福増進のために念願した｡……彼の構想する産業社会は，

科学者，産業人（農・工･商業に従事する国民大衆）の計画的な組織と管理による生産力の発展をつう

じて実現できる，とした。サン･シモン主義は……第二帝制のもとであらたな実践運動として再生する

ことになる｡」（大江一道『世界近現代全史」山川出版社，1991．pp281-238）

基礎教育の教科にはフランス文学や歴史,現代外国語に地理，ラテン文解釈などが含まれており，その

目標は道徳的統合の核の形成と両コースの生徒たちの友愛の促進にあった。（ＨＵＬＩＮＪＵＮＧｏｐ・Cit，

ｐ129.）

ＡＮＤＥＲＳＯＮ，ｏｐｃｉｔ・pp70-71・

ＤＥＬＨＯＳＴＥ,ｏｐｃｉｔ.ｐ４４．

ＧＯＮＴＡＲＤ,Maurice,《Uner6formedel'enseignementsecodaireauXIXesiecle；〈LaBifurcation〉

（1852-1865），,“RevuefranCaisedep6dagogie",No.２０，１９７２，ｐ､１１．および，ＡＮＤＥＲＳＯＮ,ｏｐ．

cit.,ｐｐ７２．さらに，ＤＥＬＨＯＳＴＥ,ｏｐ・Cit・ｐ４４＆47.に教員団からの反発や不服従の実態が紹介され

ている．
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inlgthcenturyFrenchsecondaryeducation

－HumanisticEducationversusScienceEducation-
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１nmanyreformplansofpubliceducationduringtheFrenchrevolutinaryera，

especiallythatofCondorcet,scienceeducationwasassumedtoplayanimportantpart

oftheschooleducation・Ｂｕｔｉｎｔｈｅｆｉｒｓｔｈａｌｆｏｆｌ９ｔｈｃｅｎｔｕｒｙ，whentheformsof

governmentwerechangedseveraltimes,thestatusofscienceeducationhasbeenvery

precarioｕｓＴｈｅｒｅａｓｏｎｉｓｔｈａｔａｓａｎｅｌｉｔｉｓｔｅｄucationthesecondaryeducationthenhas

beenbasedontheliterarylearnings、

Butinthecourseofl9thcentury，withthedevelopmentofindustrializationthe

demandsforpracticaleducationwasgettingincreasedEarlyintheSecondEmpirethe

EducationMinisterHippolyteFortouleffectedanimportantchangeinFrenchsecon

daryeducationBymeasuresintroducedinl852hegavesciencethesamestatusinthe

curriculumoflycees・Ｔｈｉｓｒｅｆｏｒｍｉｓｋｎｏｗｎａ〈bifurucation>・Ｔｈｅｉｄｅａｏｆ〈bifurcation〉

ｗａｓｎｏｔａｎｅｗｏｎｅ，ａｓｉｍｉｌａｒｐｌａｎforreforminsecondaryeducationhadbeen

recommendedbySaint-SimonianscientistssuchasJeanBaptisteDumasandthe

professorsofthefacultyofscienceinParisThereformwashoweverseverely

criticizedandforavarietyofreasonsitbecameafailure､Ｔｈｅｓｙｓｔｅｍｏｆ〈bifurcation＞

wasaboandonedbyafamousMinsterofEducationVictorDuruyinl864．


